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第2章　産婦人科

　　　　　　　　　　「当院はスタッフから成り立ち、スタッフあっての当院と思っています。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　昨年、紹介できなかったスタッフを
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　中心とした自己紹介です。

このクリニックに来て5年経ちます。ここに来た当初より今は断然に忙しく患者さんとゆっくり話す
ことがあまりできないこともあります。そんな中で私がこの仕事をしていて良かったなと思うことは
分娩の間接介助に入り初めて赤ちゃんに触れ声をかけているお母さんの姿を見た時です。
とても幸せそうなお母さんや家族を見て、私まで幸せな気持ちになります。
あと、私もいつか・・・と思います。短い入院生活を安心して過ごせるよう、愛猫のけんしろうに癒さ
れながら頑張っていきたいと思います。　看護師　柴田裕美子

①　印象深い出来事
授乳介助で何度も練習して、上手に授乳ができ
て検診の時に、母乳を飲んでくれます。
と笑顔で報告がある事。
②　びっくりした事
第３子が１歳2ヵ月で家の近所の保育園に通って
いるんですが多数の母親達から「箕面レディース
でお産した○○です」とあいさつされる事。

③　小さな幸せ
キティーちゃんのコレクションを眺めている時と
阪神が勝ったら幸せな気分になります。
④　大切にしている事
・勉強嫌いで野球バカの長男と次男そして食べ
  る事が大好きなオデブな長女が私の宝物です。
・阪神タイガースの金本選手がLoveです。
　　　　　　　　　　　 看護師　神藤里都子

　　　　　　　　　　　　　産婦人科に勤めて、ずい分になります。産婦人科は、うまれた時から
　　　　　　　　　　　　　歳を重ねていくまで女性の一生と関わっていますが、その中には
　　　　　　　　　　　　　嬉しい事、楽しい事、辛い事、悲しい事、くやしい事、本当にいろ
いろあります。仕事をしながら自分も一緒に喜んだり、悲しんだり・・・そこから明日への元気
をもらっているような気がします。入院中だけでなく、産後や手術後、退院されてから、お会い
できた時は本当に嬉しいです。忙しい中にも嬉しそうに子供を抱いているお母さん。お母さんの姿も子供の姿もとてもほほえ
ましく思えて嬉しいです。手術の方は心身ともに大きなストレスがあるかと思いますが、そこから回復していかれる姿に私自身
も元気をもらっています。女性の一生の中での大きな出来事に自分がかかわっていけること、そして、そこから元気と嬉しさを
もらっていける事に日々喜びを感じています。 助産師　東野純子

私がこのクリニックに勤めだして約6年になります。長く勤めていると患者様    　　　　　　　　　　から顔や名前を覚えて
声を掛けていただけたりと嬉しい事もあります。私が患者様との関わりの　　　　　　　　　　　　　   中で常に思っている
事は、「自分の関わりで少しでもその人にとってよい方向に向かってもら                                             える様に」という事
です。上手くいかなかったり、日々の業務に追われてゆっくりと関わる                                                 事が出来ない事も
ありますが、少しの関わりの中でも大切にしていきたいと思っています。                                             また、職場環境と
しては、私達のクリニックでは基本、外来担当医が入院中の主治医や分娩                                            を担当しています。
患者様にとって信頼、安心感があるのはもちろんの事ですが、私もスタッフとして安心して勤める事ができています。先生達
は昼も夜もと大変だとは思いますが、そんな職場だからこそ頑張って勤めていきたいと思います。　助産師　河原久美子

東野さん、よろしく ！
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では、私から・・・
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今回のテーマの１つとして「自分の生活の中で見出した、小さな幸せ」というのがありますが、
私は普段から、空を見るのが好きで（けして心が病んでいるわけではありません（笑））朝、
出勤時に空がきれいだと、今日はいいことあるかも、きれいな夕日、月を見ると、明日いい
ことあるかもなどと、自分で思い込み、ささいな幸せを感じることがあります。しかし、産
婦人科で仕事をするようになってからは、夜、満月を見ると、満月の夜はお産が多いと聞い
た為、元気な赤ちゃんがたくさん生まれるのかなぁ～と思うようになり、その瞬間、幸せな
気分になる反面、明日からまた忙しくなるのかなぁ～と思います。受付は、患者様と接する
時間が短いため、その時々一瞬を大切に、丁寧な応対をできるよう心がけ、日々、努力していきます。  事務部　今中陽子

ルーム・アテンダントとして勤務している今井です。主に赤ちゃんの哺乳瓶の消毒や退院されたお部
屋をセッティング、お食事を運んだりしています。お部屋にお食事を運んでいくとお母さんが赤ちゃ
んを抱き、とっても嬉しそうな笑顔。私もその光景を見ると、とっても嬉しい気持ちになりいつも癒
されています。赤ちゃんの泣き声やあくびをする姿を見ると、今や成長して小学生になった2人の息
子も「こんなに小さくてかわいかったなぁ～」と思ったり・・・。
日々楽しく幸せな気持ちでお仕事しています。これからも患者さんに快適に過ごして頂けるように
頑張っていきたいと思います。　ルーム・アテンダント　今井聡子

このクリニックでは、約2年間、厨房で調理補助や食事の配膳などをさせて頂いていました。
今年の2月より業務内容が変わり、看護助手兼ルーム・アテンダントとして、主に看護助手作業、
食事などの配膳や退院後のお部屋の清掃などをさせて頂いています。
患者さんや赤ちゃんとは直接関わる事はあまりありませんが、そんな中でも赤ちゃんに囲まれ
癒されたり、赤ちゃんの誕生したご家族の姿に「皆、こうやって生まれてきたんだなぁ・・・」と
幸せな気分になったりしています。
まだまだ自分自身、いたらない部分ばかりですが、一生にそう何度とない出産などの場面で
「このクリニックで出産してよかった・・・」「この子を産んだ時はよかったなぁ・・・」と良い
思い出として残って頂ける様に、いつも気持ちを持って対応させて頂きたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  そして、短い入院生活を快適に過ごして頂ける様に少しでも何か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お手伝いが出来れば・・・と思い頑張っていきたいと思
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。　ルーム・アテンダント　佐藤愛美


